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26第3章遺構・遺物の概要
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土からは、泥岩製の石製土掘具（4）が1点(折損している)、チャート製の石核（5）が1点、チャー

ト製の剥片が2点、土器ではC3群が1点、Cll群が1点、時期不明の小片が16点の計18点が出土し

た。炉内からは、チャート製の石錐（3）が1点、チャート製及び泥岩製の剥片がそれぞれ1点ずつ、

土器ではC4群が1点、底部が1点出土した。主柱穴P763からは中期後半の脚台1点、時期不明の小

片1点、P770からは時期不明の小片1点が、それぞれ出土している。

1051はC5群の頚部片である。1052は平底の底部片である。

本住居の所属時期については、明確にはしがたいが、上記の出土遺物から中期後半と考えられる。

しかし、CII期かcm期は決めがたい。なお、本遺跡で確認された中期の炉跡は方形が主であるが、

本住居のみ円形う。ランを持ち特異である。

SB4第24．25．50図、図版2

調査区中央、川側の25B、25Cグリットで検出した。検出面は第1V層である。南東側（川側）は段

丘縁辺に及び、一部破壊されていた。円形プランを持つ。主柱穴は、P982-P983-P952と想定でき、

中央に炉跡を持つ。主柱穴と炉跡の位置関係から主軸をN115Wとすると、入り口は南側を向く。規模

は主軸線上で5.3m、横軸線上で推定約4.6mである。検出面からの深さは深いところで約0.5m、浅い

ところで約0.2mである。主柱穴それぞれの規模は、P982が径約1m、深さ約35cm、P983が径約70cin、

P952が径約30cm、深さ約20cmである。炉跡は中央やや北東寄りにある。石囲い炉であったと推定され

るが、破壊され原形をとどめていない。床面からは他にピット・土坑が6基確認されているが、いず

れも』性格は不明である。このうちSK573は直径約70cm、深さ約80cmで、底面に石が敷かれたような状

態が観察できた。柱穴かとも』思われるがよくわからない。

出土遺物は、炉跡から石器が確認できた。チャート製の石錐未製品（6）が1点、ローリングが激

しい泥岩製の石製土掘具（7）が1点、剥片が6点（チャート製4点、泥岩製1点、サヌカイト製1

点）の計8点が出土した。

本住居跡の所属時期は不明である。

SB5第26．50．51．59．60図、図版2．37．50）

調査区中央付近の23Mグリットで検出した。検出面は第1V層である。不整形ではあるが円形のプラ

ンを持つ。床面から22基のピットが検出されたが、いずれが柱穴になるかは不明である。中央東寄り

（川側）に、長径約2.2m、短径約1.3mの浅い窪地があり、その中央に地床炉が確認された。炉跡の

位置から主軸をN108Wとすると、入り口は山側を向く。規模は、主軸線上で約4m、横軸線上で4.5

mで、深さは深いところで約0.3m、浅いところで約0.1mである。地床炉の周辺に炭混じり黄褐色土

の硬化面と、先述の浅い窪地が確認された。地床炉の規模は、径約50cm、深さ約5cmである。炉の前

面には届平喫がおかれていた。

竪穴の埋士からは、石器と縄文土器が出土した。石器は、チャート製の石錐（8）が1点、チャー

ト製の石雛未製品（9．10）が2点、砂岩及び泥岩製の打欠石錘（11～16）が6点、安山岩製の磨石

（17）が1点、チャート製の微細な剥離痕を有する剥片が2点、剥片が10点（チャート製9点、サヌ

カイト製1点)の計21点、縄文土器は、Z1群が2点、Z3群が7点、Z5群が1点、Z8群が6点、
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細分不能の前期土器が49点、C11群が3点、細分不能の小片が3点の計71点である。

1060は縄文を施した胴部片で、胎土や器面調整の仕方から前期前半の可能'性があるが、本遺跡では

他に類例がないため判然としない。1069は口縁端部を〈字状に内側に折り曲げ、その上面に2条突帯

を貼り（突帯上には縄文を施す)、以下に斜縄文を施す深鉢である。Z3群II類に属す。1066.1067も

同様な土器の口縁部である。1069と1067は同一個体の可能‘性が高い。また胎土や縄文から、1064-1068

はそれらの部分破片と思われる。1056～1058は突帯を貼るもので、Z3群土器である。1059は細い沈

線で文様を施す。1061～1063.1065は底部片で、1063以外は端部を少し張り出した形態を持つ。1063

は端部に切れ込みをいれたもので、北白川下層Ⅲ式から大歳山式にかけての特徴を備えている。

本住居の所属時期については、出土した士器のほとんどがZII期に属するので、その時期とするこ

とができよう。前期前半の可能'性のある1060やZIII期の可能性の高い1063、小片のCIⅡ期のものなど

は混入と考えたい。

竪穴状遺構（第27図、図版2）

調査区内中央やや北よりの川側、30A・30B・31A・31B・32A・32Bグリットで検出した。検出

面は第1V層である。楕円形の竪穴で、壁に沿って15基、底面から26基のピット・士坑が検出された。

SB3の一部を破壊して掘り込まれている。遺構の東側の一部は、段丘端部に及んでおり、そこで浸食

を受けて破壊されている。竪穴の規模は、長径で約9.4m、短径で推定6.6m、深さは深いところで約

0.4m、浅いところで約0.1mである。壁面に沿って掘られたピット・士坑は、おおむね1m以下50cm

以上、底面のものは50cm以下のものと不整形で1mを越える大型のものがある。明確な'性格は不明で

あるが、壁面に沿ってピット・土坑があることから、大型の竪穴住居の可能'性があるが確証はない。

このため竪穴状遺構として、これを竪穴住居と区別した。

P771．P773．P880．P881．P926から縄文土器の小片が出土した。P771．P773からはそれぞれ

分類不能の小片が1点ずつ、P880からは前期土器が1点、分類不能の小片が2点の計3点、P881か

らは分類不能の小片が4点、P926からはC1群が2点、平底の底部片が1点、分類不能の小片が1点

の計4点が出土した。

所属時期については、出土遺物が少ないため判然としないが、SB3以降の縄文時代のものと考えて

いる。

炉跡

SF1第28．51図、図版2

調査区中央やや南よりの14Kグリットで検出した。検出は第1I層中である。炉跡はほぼ正方形の石

囲い炉で、長辺約60cm、短辺約50cm、深さ25cmである。細長い肩平円喋を四辺に用い、隅には10cm大

の磯を詰めている。炉内は埋土と焼土に分かれ、焼土の上面、炉の中央部から肩平円喫が出土した。

埋土の状況から、石は炉の廃絶時に設置されたように観察されるが、その‘性格は不明である。

炉内からは、チャート製の石雛(18）と調整剥離が施された剥片（19）がそれぞれ1点ずつ、チャー

ト製と安山岩製の剥片が1点ずつ及び時期不明の縄文土器1点が出土した。

SF1の約1m程北東側に、石の長軸方向をほぼ同じくした立石状の石組が存在する。SF1とは同一
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面での検出であり、関係のある施設の可能性も考えられるが詳細は不明である。北側に存在するSF4

とは、SF1がSF4より上面で検出されていることから、SF1がSF4より新しいと考えられる。後

述するようにSF4はCIⅡ期、中期末葉の炉跡であるので、SF1はそれ以降のものと考えられる。

SF2第28．59図、図版2．52

SF1の約12m程東、13Hグリットで検出した。検出面は第1V層である。炉跡は正方形の石囲い炉と

考えられるが、現状では石は3個三辺にしか残っていない。規模は長辺で推定約60cm、短辺で50cm、

深さ23cmである。石はいずれも届平円喋で、被熱して割れていた。炉内埋土の下から焼土を含む層が

確認できた。

炉内からは縄文土器が4点出土している。

1053は磨消縄文を施した胴部の破片で、1054.1055は頚部の破片であるが時期などは不明である。

所属する時期については、炉内出土の土器から、後期の可能'性が考えられる。

SF3第28-51図、図版2

SF2の北約6mの15Hグリットで検出した。検出面は第1層直下の第II層である。炉跡はややひ

しやげたような方形の石囲い炉である。規模は長辺で75cm、短辺で65cm、深さ30cmである。細長い届

平円喫で四辺を組み、隙間に喫を詰めて構築している。石は被熱し割れている。焼土は検出されてい

ない。

炉内からは、安山岩製の凹・敵石（20）が1点出土した以外に遺物はない。

所属する時期については明確にはしがたいが、検出面からSF1と同様な時期かと思われる。

SF4第29．51．60～63図、図版2．37．38．39．51）

SF1の北東約2m、14J、14Kグリットで検出した。検出面は第1V層である。炉跡は方形の石囲い

炉で、炉内には上下二段の土器敷きが確認された。規模は一辺45cm、深さ23cmである。炉石は細長い

肩平円喫を用いている。特に南西側（山側）の石を立石状に、対面の北東側（川側）のものは平らな

面を上に向けて設置しており注目される。石は被熱し割れている。焼土は検出されていない。

上下二段の土器敷きが確認されたが、まず上段の1070は、胴部の約半分と底部を欠くが比較的残り

のよい個体で、内面を上にして敷かれていた。口径約35cm、現存する器高約38cmである。口縁部を幅

4cm程肥厚させ、その下に二本の沈線を平行して垂下きせ縦位区画を作り、縦位帯縄文を施す。口縁

端部には間隔をあけて二カ所ずつ、円棒状工具を口縁に直交して横位に押圧した刻みを施す。C9群

土器に分類され、CⅡI期、中期末葉に属する。下段には、C3群が2点、C9群が2点、C11群が7

点、分類不能の小片が10点の計21点の土器片がまばらに敷かれていた。1080.1078はC9群土器の口

縁部片、1074～1077,1079,1081はCl1群で、いずれも上段の1070と同時期と考えられる。

本炉跡の所属する時期については、炉内出土の土器からCⅡI期、中期末葉とすることができる。

なお、炉の周辺からは、石器及び炉と同時期であるCⅢ期の土器がまとまって出土した。石器は石

鍍（21～24）が4点（チャート製3点、サヌカイト製1点)、チャート製の石鍍未製品（25）が2点、

流紋岩質溶岩(下呂石)製の複合スクレイパー(26)が1点(被熱している)、泥岩製の石製土掘具(27）
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